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未来社会創造事業（探索加速型）における 

令和４年度新規本格研究課題の決定について 

ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は未来社会創造事業（探索加速型）において、令和４年度の

新規本格研究課題と研究開発代表者を決定しました。 

本事業では、社会・産業ニーズを踏まえ、経済・社会的にインパクトのあるターゲットを

目指す技術的にチャレンジングな目標を設定し、ＰＯＣ（概念実証：実用化が可能かどうか

見極められる段階）を目指した研究開発を実施します。 

未来社会創造事業（探索加速型）は、探索研究から本格研究へと段階的に研究開発を進め

る点が特徴です。探索研究では、スモールスタート方式（比較的少額の研究開発課題を多数

採択する仕組み）で多くの斬新なアイデアを取り入れます。そして探索研究から本格研究へ

移行する際に研究開発課題を絞り込み、最適な研究開発課題の編成や集中投資を行います。 

本格研究課題の事前評価では、運営統括が研究開発運営会議および外部専門家の協力を得

て、書類と面接により探索研究の成果と本格研究の計画を評価します。その評価結果を踏ま

え、本格研究課題の候補について事業統括会議で審議します。 

以上の審議を経て、６件の新規本格研究課題を下記の通り決定しました。 

 

［本格研究課題］ 

「持続可能な社会の実現」領域（運営統括：國枝 秀世） 

重点公募テーマ：「モノの寿命の解明と延伸による使い続けられるものづくり」 

研究開発課題名：「ＣＦＲＰの疲労劣化の機構解明と余寿命推定法の確立」 

研究開発代表者：荒井 政大（名古屋大学 大学院工学研究科 教授） 

 

「世界一の安全・安心社会の実現」領域（運営統括：田中 健一） 

重点公募テーマ：「生活環境に潜む微量な危険物から解放された安全・安心・快適なまちの

実現」 

研究開発課題名：「健全な社会と人を支える安全安心な水循環系の実現」 

研究開発代表者：田中 宏明 (京都大学 名誉教授) 

 

「世界一の安全・安心社会の実現」領域（運営統括：田中 健一） 

重点公募テーマ：「生活環境に潜む微量な危険物から解放された安全・安心・快適なまちの

実現」 

研究開発課題名：「ヒト感染性ウイルスを迅速に検出可能なグラフェンＦＥＴセンサーによ

るパンデミックのない社会の実現」 

研究開発代表者：松本 和彦 (大阪大学 産業科学研究所 特任教授) 
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「地球規模課題である低炭素社会の実現」領域（運営統括：橋本 和仁） 

重点公募テーマ：「「ゲームチェンジングテクノロジー」による低炭素社会の実現」 

研究開発課題名：「酸性水を用いた微細藻類の培養および利用形態の革新」 

研究開発代表者：宮城島 進也 (情報・システム研究機構 国立遺伝学研究所 教授) 

 

「地球規模課題である低炭素社会の実現」領域（運営統括：橋本 和仁） 

重点公募テーマ：「「ゲームチェンジングテクノロジー」による低炭素社会の実現」 

研究開発課題名：「ＳｎからなるＰｂフリーペロブスカイト太陽電池の開発」 

研究開発代表者：若宮 淳志 (京都大学 化学研究所 教授) 

 

「共通基盤」領域（運営統括：長我部 信行） 

重点公募テーマ：「革新的な知や製品を創出する共通基盤システム・装置の実現」 

研究開発課題名：「未来医療を創出する４次元トポロジカルデータ解析数理共通基盤の開

発」 

研究開発代表者：坂上 貴之 (京都大学 大学院理学研究科 教授) 

 

事業や研究開発課題の詳細は下記ホームページを参照してください。 

・事業ホームページＵＲＬ 

https://www.jst.go.jp/mirai/ 

・課題概要ＵＲＬ 

https://www.jst.go.jp/mirai/jp/evaluation/full-scale_sg1/2021.html 

 

＜添付資料＞ 

参 考：未来社会創造事業（探索加速型）概要 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 未来創造研究開発推進部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

大矢 克（オオヤ マサル） 

Tel：03-6272-4004 Fax：03-6268-9412 

E-mail：kaikaku_mirai[at]jst.go.jp 
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未来社会創造事業（探索加速型）概要 

 

事業概要 

未来社会創造事業は、社会・産業ニーズを踏まえ、経済・社会的にインパクトのあるタ

ーゲット（出口）を明確に見据えた技術的にチャレンジングな目標を設定し、戦略的創造

研究推進事業や科学研究費助成事業などの有望な成果の活用を通じて、社会や産業におい

て、研究開発成果の実用化が可能かどうか見極められる段階（概念実証：Ｐｒｏｏｆ Ｏｆ 

Ｃｏｎｃｅｐｔ（ＰＯＣ））を目指した研究開発を実施します。 

探索加速型では、探索研究から本格研究へと段階的に研究開発を進めます。探索研究は

スモールスタート方式注１）で多くの斬新なアイデアを取り入れ、本格研究に向けてアイデ

アの実現可能性を見極めます。研究開発課題は、文部科学省が定める領域注２）を踏まえ、

ＪＳＴが提案募集などを通じて設定した「重点公募テーマ」に基づき公募します。 

 

 

 

本事業ではステージゲート方式注３）を導入します。探索加速型においては、探索研究か

ら本格研究へ移行する際や、本格研究で実施している研究開発課題を絞り込む際に評価を

実施し、最適な研究開発課題の編成や集中投資を行います。 

 

注１）スモールスタート方式 

研究開発課題の採択の際、まずは比較的少額の課題を多数採択する仕組み。 

 

注２）領域 

重点公募テーマの設定に当たっての領域（区分）。 

 

注３）ステージゲート方式 

研究開発を複数のステージに分け、各ステージでの評価に基づいて研究開発課題の続行

または廃止を決定する仕組み。 

 

 

参考 


